
令和２年度 第１回 高知県公立大学法人理事会議事録 

 
１ 日 時： 令和２年６月 22日（月）16：15～17：00 

 

２ 場 所： 高知県公立大学法人 永国寺キャンパス教育研究棟３階 役員会議室 

 

３ 会場出席者：中澤 卓史、磯部 雅彦、野嶋 佐由美、五百藏 高浩、清水 明宏、谷脇 明 

  WEB出席者：青木 章泰、尾池 和夫、春日 文子 

  （監事） 浜田 正博、松本 幸大 

 

４ 議事録署名人の選出 

   規定により理事長が議長を務め、議案について審議を行った。 

本理事会の議事録署名人として、磯部副理事長と尾池理事を指名した。 

 

５ 議 事 

   理事は全員が経営審議会委員であり、議案については同日 14:00 から開催された経

営審議会において、詳細な説明を行い承認されていることから、その結果を踏まえて

審議を行った。 

１号議案  令和元年度業務実績報告書について 

議案について審議を行い、原案どおり承認された。 

・ 地域での教育を継続することと及び日本と世界を見る視野を育てることをど

のように双方へ生かしているのかとの委員から質問に対して、地域の問題を

世界へ当てはめて考えるなど、お互いを関連付けることに力を入れていると

回答があった。 

・ 省エネルギーに対してより積極的な取り組みはされているかとの委員からの

質問に対して、両大学の回答は、以下の通り。 

高知県立大学：環境問題も考えていかないといけない、これからの課題。 

高知工科大学：需要と供給の両方から貢献している。まず、供給では、宿毛

のバイオマス発電の運営を担うことによって、再生可能エネルギー使用して

いる。また、需要では、機器更新の際に、できるだけ効率の高いものを使用

し、３Rを実現するように研究している。 

・  上記を踏まえて、今後の年度計画では、環境先進県になるような目標を立て

てもいいのではと委員からの意見があった。 

・   p.20の健康長寿センターの取組みについて、他県では病気になる前に発見す

るなどの対応が取れたところがあるそうだが、そのように繋げていければ、

素晴らしい効果が生まれるのではとの委員からの発言があり、健康長寿セン



ターは、土佐市との連携事業を行っており、糖尿病患者に対して、再発防止

や健康増進の働きかけを通じてさまざまな活動を行っているとの説明があっ

た。 

      

２号議案  令和元年度決算について 

議案について審議を行い、原案どおり承認された。 

   

６ 報 告 

   報告事項については、２号報告を除き、経営審議会での報告と同じであるため、経

営審議会での報告内容をもって理事会における報告とした。 

１号報告 高知県公立大学法人契約事務取扱規程の改正について 

２号報告  高知県立大学教授会規程の改正について 

３号報告   高知工科大学認証評価の評価結果について 

４号報告  高知県立大学及び高知工科大学における令和２年度入学試験結果につ

いて   

５号報告  高知県立大学及び高知工科大学における令和元年度就職状況について 

６号報告  高知県立大学及び高知工科大学の活動報告について 

７号報告    新型コロナウイルス感染症対策の状況について 

８号報告   令和元年度高知県公立大学法人の債権放棄について 

 

７ その他 

 ・ コロナ禍の中、今後デジタル化が進み、社会の価値観や枠組みに変化が生じると思

われるが、どのように考えているのか、また大学として SDGs を踏まえてもどのよ

うに考えているかと理事からの質問に対して、次のとおり回答があった。 

高知県立大学：新しい生活様式と感染症とは、技術と個人の価値観を結びつけるこ

とが大切。それをどのように落とし込めるかが、大学としても非常に重要な役割で

ある。 

高知工科大学：フィジカル空間とサイバー空間を移行させながら、大学の研究活動

を行い提案していくことが重要であり、それに対応できる人材を育成することがで

きる体制を検討している。大学の目的は教育・研究・貢献活動であり、それを達成

する道筋の中で SDGs の達成できる方法を考えるのが大学の使命である。大学活動

の中で、SDGsの推進に協力していきたい。 

・ 両大学ともコロナ禍で生活に困窮している人はいないということだが、本当に把握

できているのかとの理事からの質問に対して、次のとおり回答があった。 

高知県立大学：教員を通じて、学生の状況を把握しているが、今は国の制度の範囲

内以上に困窮している学生は見受けられない。緊急に困ったときは後援会や同窓会

などで受け入れる準備を行っている。 



高知工科大学：現在の把握の方法は、高等教育無償化や県を通じて 10万もしくは 20

万が支給される応募に関しては、学生全員に通知をしている。そこで応募があった

学生に対して、さらに話を聞いているが、今のところはまだ見出されていない。困

窮している学生がいれば、さらに支援をしなければならない。 

 

 

以上により、本日の議事を終了した。 

 

  

 

 

うえのとおり、確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

令和   年   月   日 
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議事録署名人               ㊞ 

 

 

 

 

議事録署名人               ㊞ 


